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「唐さん ありがとう」
　唐霊慧さんは 10年前に、当時交流校だった北京第二外国語学院
よりＩメイト留学生として来日しました。まだ 10代の可愛い少女
でしたが、一年余りアジ風の事務局でアルバイトをして、帰国後

もずっと OGとしてつながっています。フ
ランスで日本語の修士課程修了後、現在は
上海でネットによる日本語教育に携わって
いるそうです。
　昨秋、新婚旅行先に日本を選んで 10年
ぶりに再来日してくれました。「あまり変
わってない街が懐かしい」との感想でした。
　３月 30日にマスク 210枚寄贈の申し出
を受けてすぐ、Iメイト会員と留学生に希
望者を募りました。けれどもいつ届くか不
確かで、「今か今か」とやきもきする中、

唐さんはネットで追跡し、実況中継のごとく、「４月 18日日本向
けの飛行機に搭載された」と報告がありました。
　４月 25日にマスクが到着し、希望者２０名に郵送できたのは、
緊急事態宣言の真っ最中でした。
　必ずしも好意的ではない「中国のマスク外交」を報道する日本の
メディアも散見されましたが、政府間の外交がどうであろうと、
草の根の交流が、まるで今回のウイルスのようにやすやすと国民
国家の壁を越えて、世界を少しずつ変えていく力を持つことを信
じたいのです。アジ風はたとえ微力でもアジアに新しい風を吹か
せたい。唐さん感動をありがとう！
	 　　　	 　　　　　（理事　上　高子　６月 11日記）

「マスクで恩返し」　　　　　　　　　　　　
　今年の初め頃、中国武漢で新型コロナウィルスが発見された。
１月 23日に、武漢市が封鎖された。 時は中国の旧暦新年。家族
団欒を楽しむはずの中国人が、家に閉じこもるよう呼びかけられ、
親戚友人に会えず、寂しい新年を過ごした。

 　私は１月 20日に山西省に帰省した。就
職してから一番長い休みとなった。２月 23
日、ようやく交通封鎖が少し緩和になった
ので、上海に戻った。まず住宅委員会に報
告し、そして 14日間の自粛生活が始まった。
 　上海はネットショッピングが発達してい
るので、生活用品から野菜までネットで注
文して解決した。野菜などは１時間以内で

届けられた。二週間後、マスクをかけて仕事場に行った。
 　仕事場では、昼食の時間以外はマスクをずっとかけている。駅
や住宅地に入る度、温度を計られた。「健康コード」というのがあっ
て、住民がウィルスに感染した可能性を記した。緑だったらセーフ。
赤だったら大変。
　こういうような生活が二か月ぐらい続いた。少しずつ国内感染
者が減り、ゼロ感染者の日もあった。一方、国際社会ではコロナ
の状況がどんどん悪くなっていた。中国のマスク供給が追いつい
てきたので、日本人の友人を助けなきゃと思った。そして、アジ
風で親しい関係を保っている上さんや奥山さんに連絡して、マス
クを寄付しようとした。
　マスクが届いたら、思いもよらずいっぱい感謝の言葉をいただ
いた。その中に、「中国人の温かい心に触れられた」という感想も
あった。私は恥ずかしながらも大変嬉しかった。アジ風とは十年
前に縁を結んでから、ずっとお世話になっている。少しでも恩返
しできたら、役に立てたらと思っていた。
　アジ風から学んだことは、自分と異なるものに敬意を持つこと
だ。ナショナリズムが盛んになっている世の中では、なおさら他
人に関心を持つことを忘れたくない。どんな些細な事も、善意を
込めば、相手に伝わることができると私は信じたい。
　コロナが一日も早く収束し、安心できる生活を取り戻したい。
そう願うばかりである。
	 　　　（元Ｉメイト学生　唐　霊慧　５月 18日記）

上海からマスク寄贈

コロナ後に向けて望まれる支援組織　　　

　世界は急速にグローバル化が進展していると考えられてきたが、

新型コロナウイルスの蔓延という事態に遭遇し、その流れが意外

に脆さを持っていることがわかった。各国が外からの人の往来を

遮断し、ほとんどの飛行機が運航を停止した。

　「世界は決して一つではない」ことを、今回ほど実感したことは

ない。自分には、実家がありふる里が

ある自分の国が一番安心出来て良い。

それは当たり前のことで、どこでウイ

ルスに感染するかわからなという時

に、馴染みのない他国の人への警戒が

より強くなるのもまた、自然である。

　日本でも労働力不足対策として研修

生の名目で多くの外国人労働者を受け

入れ始めたが、その政策もコロナ禍の

ため頓挫している。心もとない雇い主のために行き場を失って途

方に暮れる人たちも多いと聞く。

　希望に胸を膨らませて来日した留学生たちも、学習が滞り、バ

イト先を失って計画が狂った人が珍しくないだろう。アジ風が会

員から寄付を募って支援に乗り出したのは、ささやかな活動なが

ら妥当だと思う。

　コロナ禍はこれから収束に向かうとして、その後の世界はどう

なっていくだろうか。水を差されたとは言え、グローバル化が逆

行することはあり得ない。とすれば、脆さを修復する形での国際

協力が何よりも望まれるが、「自国第一」の米国、中国など現在の

各国のリーダーを見る限りは非常に心もとない。

　留学生に関しても、今後は希望者が激減することが予想される。

夢物語かも知れないが、国際的な留学生の支援組織が出来ればと

思う。しかしそれには多額の資金が必要で、どういう形にせよ、

草の根の民間の力を結集しなければなるまい。アジ風会員の間で

も議論を始めることが、その一歩となるかもしれない。

		  　　　（正会員　小田　晋作　６月 16 日記）

会　員　寄　稿

唐さんのマスクを着け
た会員

アマビエ　西垣大介さん作　
丹波新聞提供



ＣＯＶＩＤ -１９後のバンクーバー生活

　パンデミック宣言直後の３月中旬、カナダでは首相からのコロ
ナ対策のための緊急記者会見があり私は職場の会議室で見守りま

した。外国人の入国禁
止、不要な外出の制限
措置が出され、太平
洋岸に面した British 
Columbia（BC） 州の
非常事態宣言を受け、
翌日からの在宅勤務
が即決定しました。会
見数日後には、小売店
や飲食店、公園や図書

館などの公共施設もほぼ閉鎖となり、トップダウンの決断と指示
の速さ、対策実現のための創造力と実行力の高さに、非常に驚き
ました。被解雇者に対する支援金（国から４か月間月額２千ドル、
BC州から一時金千ドル）、光熱費や賃貸補助などもその後１－２
週間で決定し、給付も迅速に行われています。
　日本の対策は詳細には把握していませんが、「非常事態宣言の
発表を準備中」がニュースになる慎重な根回しの文化や、学校で
オンライン授業が即座に開始しない様子に、公平性重視の社会的
特性を改めて感じました。在加邦人からは日本の悠長さを心配す
る声もありますが、日本の感染者数を見る限り、対人距離や衛生
観念などカナダとは違う社会文化的な特性もプラスに働いている
要因だと思います。
　移民国家でもあるカナダでは情報弱者に配慮し、重要事項は多
言語、手話等で発信される一方、アジア系住民への差別の顕在化
や暴行事件がニュースになる現実もあります。
　また、アジ風の皆さんに感心があると思われる留学生支援に関
しては、アルバイト時間の制限緩和や入国できない学生に対する
渡航前学習の時間枠拡大など措置が実行され始めたとところで
す。小売店や公共施設も再開し始めましたが、学校は自由登校、
仕事も在宅勤務が続き、今後も「新しい日常」へ適応期間が続き
そうです。
　　　　（賛助会員　井村 プールサップ 倫子　６月 10日記）
　＊編集部註　2005 年から 2011 年までアジ風理事。ご家族で
カナダに移住され、現在バンクーバー在住

新型コロナを、差別でなく自省を促すウイルスに

　今年２月にシンガポールに帰国していた時、どこでも検温や消
毒の連続でしたが、なぜか一か所だけ、観光客もよく訪れるリト

ルインディアにある大型 24 時間ハイパー
マーケットでは、それらの措置が皆無でし
た。豊富な品揃え、何より安いということ
で多くの南アジア系外国人労働者が買い物
をするそこは、異国情緒を楽しむために僕
もよく日本人の友人を連れていく場所で
す。まさにここを中心に、コロナ対策で優
等生と評価されたシンガポールの感染者数

が 4月以降爆発的に急増したのです。
　６月 15日現在、無症状を含む感染者数が４万人超えたシンガ
ポールの死者数が 26 名という世界でも稀な異常さの背景には、
感染者の９割以上が若くて丈夫な男性外国人労働者だからです。
工事現場で働く人だけでも約 30万人はいるこれら労働者に用意

された寮がずばり「3密」状態で「逆ゲートコミュニティ」（＊編
集部註　「ゲートコミュニティ」とはシンガポールや米国でよく
みられる塀に囲まれた高級住宅街で、ゲートでは警備員が訪問者
をチェックします）ともいえることは、各国で報道された通りで
す。社会的盲点（social blind spot）だったという国内識者の発言
には心底呆れました。
　数十万もの人がなぜ見えない「点」になるのか、コロナ禍を機
に外国人労
働者への待
遇の見直し
と 自 省 を
願ってやみ
ません。
　日本もシ
ンガポール
の事例を対
岸の火事と見ずに、国内で働く外国人労働者や出稼ぎ留学生が、
行政の管理する寮がないだけに、それこそ社会的盲点になっては
いないか、自省すべきでしょう。「民度が高い」日本なら、それ
は難しいことではないはずです。
　（昭和女子大学・現代教養学科准教授 シム・チュン・キャット
	 	 	 	 	 　６月 15日記）

他人の立場に立って考える

　「新しい普通」という言葉を最近よく耳にしますが、不思議で
仕方ありません。「他と特に異なる性質を持ってはいないさま」
といった定義に納まれながらも、各個人、各組織、そして各地域
にとっての「普通」は元々違うのではないでしょうか。
　イギリスでは 2020 年１月末に最初の感染ケースが確認された
にもかかわらず、具体的な対策及び移動制限が施されなく、政府
は「集団免疫」戦略を追求しようとしました。だが、３月末に方
針が転換し、２か月の完全ロックダウンもその時点から始まりま
した。それでも 3万人が亡くなり、その約半分が 80歳以上の高
齢者でした。この悲惨な結果に面して、権力者の考える「普通」
はもしかしたら私たちの考える「社会の最も弱い立場の人たちを

守る」とは違ったかもしれません。
　ロックダウンの間、最低限の外出しか許
されなく、本当に人は「封じ込め」の生活
に強いられていました。閉鎖対象施設の中
に大学が含まれ、全ての試験や授業、面談
をオンラインに代わりました。直接授業を
受けられず、友達に会えず、小さなパソコ
ンの画面と会話し続ける事は勿論私の考え
る「普通」ではありません。ただし、この

状況は体が不自由な方々、精神病患者のいつも通りなのかもしれ
ません。
　新型コロナウイルス感染症はきっと終わりを迎えます。お店は
また開き、人はまた集うようになります。手洗い・マスク付ける
などの簡単な行動は自分自身の衛生管理だけではなく、どこかに
いる脆弱な方が救われるという心構えに繋げて行きたいと思いま
す。私は「新しい普通」より「他人のため、他人の立場に立って
考える習慣」の芽生えを期待しています。
	 　　　　　（賛助会員　ブイ　ハン　６月 17日記）
　＊編集部註　ブイ　ハンさんは、学部時代にベトナムから日本
に留学し、現在はイギリスの大学院で学んでいます。
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新型コロナウイルス禍の海外事情　～カナダ、シンガポール、イギリス～

井村さんご家族

シンガポールで働く外国人労働者が暮らす寮



　新型コロナウイルスの感染拡大とそれに続く緊急事態宣言を受けて、アジ風の各種イベントも延期または中止になってしまいました。
とりあえず日本はクラスターの抑え込みに成功し、医療崩壊の最悪事態は避けられましたが、第二波・三波も同じように抑え込むこと
ができるのか懸念されます。その中で発行される夏号は、加納理事長からの東南アジアにおける現状をはじめ、世界各地の感染防止対
策について会員やアジ風の活動に協力いただいているシム先生から寄稿を頂きました。また、急遽決定された留学生支援のために、多
くの会員の方から予想をはるかに上回るご寄付を頂きました。更には１０年前に日本に留学された中国の元Ｉメイト学生の方からマス
クの寄贈を受け、留学生をはじめとする会員の方々にもお配りすることができました。
　世界中に蔓延しているコロナウイルスは不幸な出来事ではあり、それに比べれば小さな輪の中のことかもしれませんが、アジアの新
しい風の相互支援という草の根の取組みが全世界のＮＰＯ・ＮＧＯに広がっていけば、と夢想しています。
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 　（伊藤　莞爾　６月 20日記）
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　Ｉメイト便り　　　　　Ｉメイトって？ Internet, 愛 ,( 出 ) 会いのアイ

タマサート大学のＩメイト紹介は、曽我部健さんとシャワンラック・ウットティセンさん、西澤逸美さんとナット・タンプームさんの
二組です。シャワンラックさんは北海道大学に留学中、ナットさんはタマサート大学に在籍中です。３月中旬から大学は閉鎖されナッ
トさんも実家に戻り、オンライン授業に切り替わっていましたが、感染拡大も抑えられているようで安心しました。	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 　（タマサート大学Ｉメイト交流コーディネーター　中村　泰寿）

曽我部さんとシャワンラックさんのメール
曽我部さん　→　シャワンラックさん   2020年３月３日

　北海道の生活になれましたか？でも春はもう
すぐやってきます。春の北海道は花が咲き乱れ
本当にきれいですよ。今日はひな祭りですね。
我が家は子供がいないので小さなおひな様を
飾っています。

シャワンラックさん　→　曽我部さん	 　　４月 24日

　コロナウイルス感染拡大の状況が深刻になっているのでちょっ
と不安です。今はストレスがたまらないように色々な方法を探し
て試しています。例えば日本料理やチーズケーキを作ってみるこ
とです。結局スキーはしませんでした。友達が興味なくて一緒に
付き合ってくれる人がいなかったことと、 1月と 2月は試験と発表
会で忙しかったです。学校が休みになってもコロナウイルスの感
染拡大が始まっているのでスキーはできませんでした。本当に残
念です。
曽我部さん　→　シャワンラックさん	 　 　４月 28日

　北海道の寒さに慣れたとのこと、さすがに若さですね。コロナ
ウイルス感染は北海道では又増加しているようですので本当に気
を付けてください。私は散歩と趣味の木彫り以外は自宅で過ごし
ています。給付金が支給されることになってよかったですね。
シャワンラックさん　→　曽我部さん　	      ６月６日

　６月１日に緊急事態宣言が解除され、人々は普通の生活に戻り
ました。正直に言うと、まだ安心できず出かけ
るたびにちゃんとマスク付けています。3か月ぶ
り、公園や大学に花を見に行きました。北海道
の春は思ったより短いので、花を見るのが間に
合えて本当によかったです。綺麗な花たちに癒
されて、春の美しさを実感しました。オンライ
ン授業は非常に大変で、インターネットの状況

が悪くなると授業の内容が理解できなくなります。又宿題も普通
より多いです。いただいた支援金は主に生活費に利用しています。
日本語の教科書や新しい文具が買えました。9月の帰国までにもっ
と面白い日本文化や人々の習慣に関する体験をしたいと思ってい
るので、残っている支援金を日本語の勉強と北海道での旅行に利
用したいと思います。

西澤さんとナットさんのメール
西澤さん→ナットさん		  　　　2020年４月６日

　新型ウィルス感染拡大で日本と同様にタイも
大変な状況だと思います。私自身も外出自粛、
手洗い、うがいを徹底しています。今の季節は
桜のシーズンですが、落ち着いて楽しめないの
が残念です。友人のアマチュアカメラマンが京
都の桜を撮影してくれましたので、少しでも気
持ちが前向きになりますよう、送ります。
ナットさん→西澤さん	  	 	 ５月 21、23日

　お久しぶりです。おかげさまで元気ですよ。素敵な桜の写真など、
日本の光景を見せてくれてありがとうございます。タイでのコロ
ナ感染が、以前は深刻な状況でした。私もウィルスにかからない
ように、実家に戻りました。とはいえ、私の住んでいる市は感染
者が５人もいました。バンコクに移動されたという話を聞きまし
たが、あの時は本当に不安でした。それで、私はずっと家にこもっ
て、オンライン授業を受けました。最初はこれで楽だと思いまし
たが、意外と大変でした。ネットワークの問題がたくさんあった
りしました。それに、友達と私語などをできなかったです。寂し
くて大学生活の雰囲気に恋しいくらいでした。
　ですが今のコロナ感染の状況は少し落ち着いてきます。別の県

に住んでいる友達に聞いてみると、この 28日
間、感染者がいませんでした。それに先日、
デパートやコンビニがどんどん開店し始め
ました。デパートに入る前には体温を調査さ
れ、何時に入ったかを分かるようにスマホで
チェックインします。出る時もチェックアウ
トします。そして、皆がマスクをつけなけれ

ばなりません。ちょっと厳しいですが、皆の安全のためでしょうね。
このままで続くと、元の生活に戻れるかもしれません。大学生活
に戻るのも楽しみしています。
西澤さん→ナットさん　			  　　５月 24日

　日本と同様に、タイでも感染拡大が抑えられているようで安心
しました。ナットさんが大学に戻り、友達と一緒に日本語の勉強
などに励まれる日が早く来ることを願っています。

・ ・ ・ 編　集　後　記 ・ ・ ・

今後の主な予定　＊詳細はＨＰ参照　：　９月 12日（土）　第 18回アジ風総会　詳細は未定


